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１． はじめに 

 トピック分析に用いられる手法として、pLSAや LDAが多く用いられる。どちらの手法も、観

測された wordに対して潜在効果を仮定し、同じ潜在効果を持つ wordをクラスタリングする手法

だが、データに仮定するモデルが異なる。pLSAは、word同士の共起確率とベイズの公式から潜

在クラスを推定する。一方 LDAは、潜在効果に仮定したディリクレ分布を推定している。 

 

２． 問題 

 本研究は、pLSA と LDA の、実用上での比較を行うことを目的としている。 

 縦断データでトピック分析を行う場合、2次元の観測データの一方の次元に対して、もう一方

の次元の観測値が非常に大きいことが考えらえる。例えば、購買日毎に購買される商品を示す PoS

データがあるとき、店舗などで販売する商品は数が決まっている一方、購買日は販売を行う限り

増え続ける。 ix と jy を観測したときに、pLSAの潜在クラス lu の尤度関数は、 
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ijN は、観測値 ix と jy の共起行列について、 ix と jy が同時に観測された回数を示す。ある潜在

クラス lu に属する ix と jy の数が大きく異なることが、縦断データでは考えられる。このような

構造のデータでトピック分析を行った場合、pLSAと LDAの結果がどのように異なるかを検証す

ることは、これらの手法の実用上の価値がある。 

 

３． 検証 

 上記のような潜在効果の構造を持った仮想データを作り、pLSA と LDAの推定結果について、

比較を行う。これらの２つの手法の結果の違いを生じさせる要因について、モデルの違いから考

察を行う。 
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